













　名護市は、1972 年 5 月 15 日の日本復帰を前にした 1970 年 8 月 1 日に、
















併 1957 年、それ以前 1954 年に首里市、小禄村を編入、糸満町、高嶺村、
兼城村、三和村の合併による糸満町成立 1961 年、石垣市への大浜町編入














県 21、宮崎県 26 であり、沖縄県よりもはるかに少ない。離島を多く抱
える鹿児島県が 43 自治体と、沖縄県よりも多いが、鹿児島県の離島を除









































































































































































市職員となった岸本の仕事は、比嘉鉄也市長（1986 ～ 1998 年）の下で
の助役から、自ら市長となり、「逆格差論」とは真逆の政策を推進した、
名護市の「振幅」を一人で体現するような生涯を送った。
　市長在任期（1998 ～ 2006 年）に、辺野古基地建設を受け入れるので
はないかと見られ続けたが、海兵隊の 15 年間使用期限等の「7 条件」を

































30 頭にすぎず、そのうち 18 頭を集めて、種の保存を試みた。
　沖縄の在来種黒豚は、沖縄戦で激減した。米軍調査によると、1940 年





























その後、1981 年から資料編、2001 年から本編の刊行が始まり、2016 年
の『本編 3　やんばるの沖縄戦』2017 年の『本編 1　自然と人』までに、


























年 9 月 10 日、森美術館「建築の日本」展 2018 年およびカタログ『建築
の日本展　その遺伝子のもたらすもの』森美術館、2018 年等）「逆格差論」
に繋がる調査をした建築家・大竹康市は、市庁舎設計の中心的役割を果た

































































































条例制定を求める署名活動を始めた。7 月 9 日から 8 月 8 日の一か月間
で、法定の 50 分の 1 ではなく、有権者数約 38,000 の３分の１を超える
13,000 を目指したが、最終的に集めた署名数は 19,735 という有権者数

















　12 月 24 日、比嘉鉄也市長は、住民投票結果に反して基地受け入れを
表明し、翌日辞任。
　法的拘束力が無い住民投票の弱点を衝いた政府の働きかけによる工作と
考えられている。そして、1998 年 2 月 8 日、名護市助役であった岸本建

































選ぼう会　記録報告集 2001 年 2 月―10 月』は、400 頁を超える大部な




























































議が 27 議席中 15、沖縄では辺野古に反対している公明が 2、建設賛成が
10 と、市議会多数を辺野古反対議員が取ったのである。
　2010 年 12 月、政府は、名護市に対して、出来高払いの米軍再編推進
交付金を停止した。これは新規事業ではなく、島袋前市政が見込んでいた





































のへの字も言わない」策略は、2016 年 1 月の宜野湾市長選挙で、佐喜真
淳市長が使い、功を奏し、名護市長選でも有効で、それが、佐喜真・前宜
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